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2016 年 11 月 26 日（土），27 日（日）の 2 日間，
愛媛大学において，日本NIE学会1）が開催された。










1．大会 1日目（2016年 11月 26日（土））







































日本 NIE 学会第 13 回大会
（愛媛大学，2016 年 11 月 26 日，27 日）
江間　直美＊
2017 年 1 月 18 日受付
＊  江戸川大学 マス・コミュニケーション学科准教授　広
報，パブリックリレーションズ，CSR（企業社会貢献，
地球環境問題，社会貢献）





























































初日 11 月 26 日（土）の後半は，「ジャーナリ
ズムと NIE」「新聞社とつくる NIE」「NIE とア
クティブ・ラーニング」「若き主権者自身が考え
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践するのか等について，それぞれ話題提供と議論
が展開された。
2．大会 2日目（2016年 11月 27日（日））
2 日目の 11 月 27 日（日）は，自由研究発表が






































・開講期間：2016 年 4 月 12 日～ 7 月 19 日









































































ント，高橋みなみの第 7 回総選挙（2015 年 6 月


















































視聴させたテレビ CM（15 秒，30 秒，60 秒）は，




























のか’（22 分間），同局 2013 年 9 月 29 日（日）「報
道ステーション SUNDAY」‘中国汚染村’（13
分間），同局 2014 年 1 月 27 日（日）「たけしの
TV タックル」‘異常気象・地球温暖化，CO2 は
減らさなくていい？’（22 分間）の 3 番組である。

































































































含め（20 分），a）の記事選択に 10 分，b）アイ

























































































































力の問題 88 題の日本の平均正答率は 63% で，決
して優位にあるわけではないことがわかる（詳細















 ＊上位 15 カ国　単位：得点
2000 年 平均 2003 年 平均 2006 年 平均 2009 年 平均 2012 年 平均 2015 年 平均
1 フィンランド 546 フィンランド 543 韓国 556 上海 556 上海 570 シンガポール 535
2 カナダ 534 韓国 534 フィンランド 547 韓国 539 香港 545 香港 527
3 ニュージーランド 529 カナダ 528 香港 536 フィンランド 536 シンガポール 542 カナダ 527
4 オーストラリア 528 オーストラリア 525 カナダ 527 香港 533 日本 538 フィンランド 526
5 アイルランド 527 リヒテンシュタイン 525 ニュージーランド 521 シンガポール 526 韓国 536 アイルランド 521
6 韓国 525 ニュージーランド 522 アイルランド 517 カナダ 524 フィンランド 524 エストニア 519
7 イギリス 523 アイルランド 515 オーストラリア 513 ニュージーランド 521 アイルランド 523 韓国 517
8 日本 522 スウェーデン 514 リヒテンシュタイン 510 日本 520 台湾 523 日本 516
9 スウェーデン 516 オランダ 513 ポーランド 508 オーストラリア 515 カナダ 523 ノルウェー 513
10 オーストリア 507 香港 510 スウェーデン 507 オランダ 508 ポーランド 518 ニュージーランド 509
11 ベルギー 507 ベルギー 507 オランダ 507 ベルギー 506 エストニア 516 ドイツ 509
12 アイスランド 507 ノルウェー 500 ベルギー 501 ノルウェー 503 リヒテンシュタイン 516 マカオ 509
13 ノルウェー 505 スイス 499 エストニア 501 エストニア 501 ニュージーランド 512 ポーランド 506
14 フランス 505 日本 498 スイス 499 スイス 501 オーストラリア 512 スロべキア 505
15 アメリカ 504 マカオ 498 日本 498 ポーランド 500 オランダ 511 オランダ 503
平均点 500 平均点 494 平均点 492 アイスランド 500 平均点 496 オーストラリア 503
アメリカ 500 平均点 493
平均点 493
 出典：国立教育政策研究所・文部科学省

















































4）愛媛新聞 11 月 27 日（日）朝刊 1 面で，「主権者育成へ



















































断 1 問」（15 秒で回答），「あるある性格診断：自己診
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断 4 問」（合計 6 分で回答），「行動診断：自己診断 4 問」




レビ東京系「ガイアの夜明け」（2015 年 6 月 23 日放
送分「快進撃スーパーの裏側　驚きの人材力！」），や







































20）OECD（Organisation for Economic Co-operation 
and Development：経済協力開発機構）が進めている
PISA（Programme for International Student 
Assessment）と呼ばれる国際的な学習到達度に関す




















24）2015 年調査は，72 カ国・地域（OECD 加盟 35 カ国，
非加盟 37 カ国・地域），約 54 万人の生徒を対象に調
査を実施。
25）2016 年 12 月 6 日（火）19:00，NHK 総合テレビ「NHK
ニュース 7」（3 分 35 秒間）。「（前略）文章や図表から
情報を取り出しそれを文章などにまとめる「読解力」

























































3）国立教育政策研究所編 ,『生きるための知識と技能 6 －
OECD 生徒の学習到達度調査（PISA） 2015 年調査国
際結果報告書』，明石書店，2016
4）高橋みなみ ,『リーダー論』, 講談社 AKB48 新書，
2015
5）日本 NIE 学会第 13 回愛媛大会実行委員会 ,『日本 NIE
学会第13回愛媛大会　発表要旨集録』，日本NIE学会，
2016
6）CNN English Express 編，『スティーブ・ジョブズ 伝
説のスピーチ＆プレゼン』（生声 CD& 電子書籍版付
き），朝日出版社，2012
7）Team GATHER Project 編 ,『ゴリラの冷や汗』，夜間
飛行，2014
8）Team GATHER Project 編 ,『類人猿分類公式マニュ
アル 2.0　人間関係に必要な知恵はすべて類人猿に学
んだ』，夜間飛行，2015
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B）「類人猿分類：性格診断シート」フォーマット（一部）
2 016 企画プレゼンテーション論 2016/05/17
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C）「社会課題テレビ CM論点整理シート」フォーマット（一部）
2016 企画プレゼンテーション論 2016/05/10
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D）「POP（広告）のキャッチフレーズをつくってみる」フォーマット
2016 企画プレゼンテーション論 2016/05/24
2016 年５月 24 日 2 限 マスコミ学科 学籍番号
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E）「社会課題テレビ番組論点整理シート」フォーマット
2016 企画プレゼンテーション論 2016/05/31
2016 年５月 31 日 2 限 マスコミ学科 学籍番号
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2016 企画プレゼンテーション論 2016/05/31
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F）「連想マップシート（音楽）」フォーマット（一例）
F-①）「連想マップシート（音楽）」記入事例（3年生女子）
2016年度 企画プレゼン論 連想マップ【音楽：music】 2016/05/31
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F-②）「連想マップシート（音楽）」記入事例（3年生女子）
G）「ワンシート企画書」フォーマット
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G-①）「ワンシート企画書」記入事例（3年生男子）
G-②）「ワンシート企画書」記入事例（3年生女子）
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H）ちばビジネスアイデア賞部門の受賞者の「ワンシート企画書」
